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1. 学習者コーパスとは

コーパスとは、「大量のテキストを集め、“コンピュータで処理できる状態”になったデータベース」のことです。「コンピュータで処理できる」という点が重要で、これまでは本などの資料を読んで手作業で調べていたことを、コンピュータを使うことで、瞬時に調べられるようになりました。また、調べた表現がいくつあるかという頻度も計算できますので、よく使う表現かそうでないかを手軽に知ることができます。

この「コーパス」には、いろいろな種類があります。英語について研究する時に最もよく利用されるのは、英語を母語とする人が書いたものや話したものを集めたコーパスです。例えば、British National Corpus（“ http://www.natcorp.ox.ac.uk/ ”）は、規模が大きく、約１億語にも及ぶ英語データが入っています。その他にも、新聞記事を集めたコーパスや、友だちが話した内容を録音し、それを書き起こしたコーパス、E-mailを集めたコーパスというものも存在します。中でも、不正会計事件を起こしたアメリカの企業「エンロン」社のEメールを集めた「Enron Corpus（“ http://www.cs.cmu.edu/~enron/ ”）」が有名で、無償でデータを入手できます。

このように、コーパスには、さまざまな種類があるのですが、ここでは、「学習者コーパス」（Learner Corpus）というコーパスとその処理方法を中心に紹介していきます。

「学習者コーパス」は、外国語を学習する人が、その学んでいる外国語で書いたり話したりしたものをテキストとして集めたものです。世界的には、英語を学ぶ人を対象にした学習者コーパスが多く作られています。

本稿では、具体的に、2008年10月に公開された学習者コーパス「NICE」というコーパスを取り上げます。NICEは、「Nagoya Interlanguage Corpus of English」の頭文字を取ったもので、名古屋圏を中心にして作られたことに由来して名付けられました。この NICE の中身がどうなっているか、どのような手順で作ったのか、どのように検索したらよいかなどを中心に、学習者コーパスの利用法について紹介します。

1.1 学習者コーパスの定義

Nesselhauf (2004)は、学習者コーパスを"systematic computerized collections of texts produced by learners"と定義しています。「学習者により産出されたテキストを体系的で電子的なものとして集めたデータ」となりますが、重要な点は、「体系的」であることと「電子的」であることの2点です。要点を以下のようにまとめることができます。

・体系的：条件（作文、インタビューなど）を設けてタスクとして産出させる

・電子的：コンピュータで処理できる状態になっていること

まず、「体系的」というのは、様々な条件を統一した上で産出をおこない、データを収集するということです。様々な条件を統一するというのは、たとえば、作文（書き言葉）なのか、インタビューなどで発した言葉（話し言葉）なのかというデータの種類の統一する、どのような習熟度の学習者を対象にして集めるかというデータ提供者を統一するということです。データを収集する際に、条件の統一をしなければ、データを分析しても、その結果をまとめることができなくなります。

次に、「電子的」というのは、コンピュータで処理できるように、データの記録法などを決めておくということです。コンピュータを使ってデータを読むことができればそれでよい、という意味ではありません。データの中には、学習者が産出したデータだけでなく、学習者自身に関する情報（性別、年齢、英語の学習歴など）も含めて保存しておくことが多く、これらの情報をどのような「決まり」で記録するか、予め決めておく必要があります。「決まり」がないと、データを適切に処理することができず、誤った結果（単語の頻度を数え間違えるなど）を導いてしまうことにつながります。

1.2 学習者コーパスは何に使われるか

学習者コーパスが、どのような分野で利用されているかを簡単に紹介します。学習者コーパスは、主に２つの分野で利用されており、１つは「第二言語習得研究」、もう１つは、教材開発です。

1.2.1第二言語習得研究

第二言語習得研究は、人が母語とは異なる言語をどのように学んでいるのかという、その仕組みを明らかにしようとする分野です。学習者コーパスを利用した研究では、中間言語（ある外国語を学んでいる段階で、学習者に特有な特徴を持った言語のこと）の分析がよく行われています。この中間言語の分析のことを、"Contrastive Interlanguage Analysis" (Granger, 2002) と言います。この中間言語分析には、主に２つの比較パターンが存在します。

a) 母語話者 vs. 学習者：中間言語の特徴は何か

b) 学習者 vs. 学習者　：中間言語同士で共通する特徴は何か、異なる特徴は何か

まず、母語話者と学習者という比較についてですが、この比較により、中間言語の特徴が何であるかを明らかにすることができると考えられています。たとえば、ある単語の信用頻度の差を比較し、母語話者よりも学習者の方が多く産出（過剰使用）していることがわかれば、学習者は、その単語の使用については、不自然な使い方をしている可能性があると考えることができます。

次に、学習者と学習者という比較についてですが、これは、中間言語同士を比較していることになります。中間言語間で、何が共通するか、母語の影響はあるのかを調査する際に用いられる比較パターンです。具体的な調査対象としては、定型表現（collocation）、接続語句、誤用の傾向、品詞の連鎖などを分析し、たとえば、日本人英語学習者に特徴的な表現というものも明らかにすることができます。また、それぞれの母語が異なることから、中間言語間で異なる特徴が出た場合に、その要因のひとつとして母語の影響を予測することができます。母語の特徴が、中間言語にどれほど影響を及ぼすのかという研究も可能になります。

1.2.2 教材開発

学習者コーパスは、教材開発の分野でも利用され、間接的、および、直接的に利用されることがあります。

・間接的：辞書への記載（間違えやすい語法の確認）

・直接的：学習者が見て、誤用を確認（母語話者コーパスとの比較）

「間接的」な利用とは、学習者コーパスの分析結果から得られた知見を教材作成に活かすという意味です。例えば、discussという他動詞の後に、aboutのような前置詞を使用する誤用例がコーパスから見つかれば、その結果を踏まえて、辞書の記述内容を変更し、間違えやすいので注意が必要という形になるというケースが考えられます。

「直接的」な利用とは、学習者自身が学習者コーパスと母語話者コーパスを比較分析し、何が誤用かを独力で発見させる活動のことを意味します。直接的な利用では、お手本としての母語話者コーパスが必要になり、その両者を分析することが必要になるため、分析スキル、および、文法等の知識の習得が不可欠ですので、実際には、多く利用されているわけではありません。

1.4 世界にはどのような学習者コーパスがあるか

ここでは、本稿で中心的に取り扱う「NICE」も含め、主に４つの学習者コーパスの概要を紹介します。

1) ICLE（International Corpus of Learner English）

2) The NICT JLE Corpus

3) JEFLL Corpus (Japanese EFL Learner Corpus)
4) NICE (Nagoya Interlanguage Corpus of English)

まず、「ICLE」は、異なった言語背景を持つ英語学習者の書き言葉を集めたコーパスです。データを構成する学習者の母語は、14種類に及びます。これにより、中間言語同士の比較が可能となります。規模は200万語の作文データであり、学習者コーパスとしては、世界一の規模であると言えるでしょう。また、比較のために母語話者コーパスも用意されており（「統制コーパス」といいます）、中間言語に特徴的な言語表現を見つけることも可能です。

次の「The NICT JLE Corpus」は、日本人英語学習者の発話データで、規模は約100万語です。発話の内容から、レベル分けがなされており、習熟度別の比較が可能になります。つまり、習熟度が上がるにつれて、どのような表現が話せるようになるのか、また、習熟度により、誤用の量や質にどのような変化が見られるのか、といった分析をすることができるようになります。

続いて、「JEFLL Corpus」ですが、このコーパスは、日本の中学・高校生英語学習者による自由英作文コーパスで、1万人分のデータ（67万語）が集められています。オンラインでの検索が可能になっていて、各学年でのデータの絞り込みや、品詞情報に基づいたデータ抽出ができるようになっています。

最後に、本稿で取り上げる「NICE」ですが、これは、日本人大学生・大学院生の作文データを集めており、規模は約７万語になります。ICLEに比べると随分と少ないように思えますが、NICEは、ICLEよりも書き手の属性が十分に記録されており、統制コーパスだけでなく、母語話者による添削文をも付与している点で、研究に有用なコーパスであると言えるでしょう。

2. 学習者コーパス「NICE」の特徴

この節では、NICE (Nagoya Interlanguage Corpus of English)の特徴について説明します。NICEは、２つのコーパス（＝サブ・コーパス）から構成されています。１つは、日本人学習者（大学生と大学院生）により書かれた英作文が含まれたコーパスで、207名分のデータが含まれています。Non-Native Speakerが書いたデータということで、「NICE-NNS」と呼びます。もう１つは、英語母語話者が書いた英作文が含まれたコーパスで、200名分のデータが含まれています。こちらは、Native Speaker が書いた作文なので、「NICE-NS」と呼ぶことにします。

これら２つのコーパスから成る NICE には、以下の３つの特徴があります。

① 詳細な個人情報の記録

② データの読みやすさ

③ 母語話者による添削文の付与（NICE-NNSのみ）

2.1 個人情報の記録

今回は、(1)の詳細な個人情報の記録について説明します。「学習者」といっても、様々な学習者がいます。ですから、どのような学習者がどんな作文を書いているのかを分析するには、英作文を書いた人が、どのような人かを記しておく必要があります。NICE-NNSでは、a) 年齢、b) 性別、c) 英語の学習歴、d) 英語以外の外国語の学習歴、e) TOEICや英検などの英語の資格、f) 日常での英語の使用状況、g) 英語で文章を書くことに対する自信度といった多彩な情報を記録しています。

例えば、NICE-NNSの場合には、207ファイルのうち、121ファイルにTOEICスコアが記録されています。そのTOEICスコアを基準として、データを分類すれば、TOEIC スコアで高得点を取った学習者とそうでない学習者を比較することができるようになります。他にも、日常での英語の使用状況という情報を活用すれば、「英語の使用状況が多ければ多いほど、たくさんの英文が書けるようになるか」というテーマでデータを分析できるようにもなります。

また、NICE-NSでも同様に、年齢や性別に加えて、どの国の英語か（アメリカ・イギリス・カナダ・オーストラリア）、両親の母語、最終学歴、外国語の学習歴、書くことに対する自己評価といった情報を記録しています。一言で「英語母語話者」とひとまとめにせず、どのような背景を持った英語母語話者が書いているのかを知ることができるようになっています。

このようにして、NICEには、どのような人が作文を書いたかが記録されており、様々な側面から作文を分析することができるようになります。次節では、そうした個人に関する情報や作文のデータをどのように記録しているか（フォーマット）について説明します。

2.2 データの読みやすさ
「NICE」の特徴の２つめに挙げた「データの読みやすさ」について説明します。

一般に、データというのは、「一定の決まり」に従って記録しておく必要があります。つまり、どこにどのような情報を配置しているかを分かるようにしておくということです。こうして決めたデータの記録形式のことを、「フォーマット」と言います。NICEにおいても、データのフォーマットを決めています。NICEのフォーマットを決めるにあたり、２つの点に配慮しました。１つは、コンピュータによる「データ処理の効率を上げる」こと、もう１つは、人がデータを読む際の「可読性」を高めることです。今回は、前者の「データ処理の効率」を中心に説明します。

まず、「コンピュータを使ってデータを処理する」とは、具体的に何をするのでしょうか。学習者コーパスの場合、各学習者が、どれほど作文を書いたのかを分析することがあります。例えば、ある学習者が、制限時間内（NICEの場合、作文時間は1時間に制限されています）にいくつの文を書くことができたか、という数値を求める場合を考えてみましょう。文の数という数値を求める場合には、予め、「1行に1文」の形でデータを記録しておくと、分析の効率が上がります。

実際のNICEのデータを見てみましょう。次の図１を見てください。

	@Begin

@Participants:
JPN001

@Age:
20

@Sex:
F

@YearInSchool:
U2

@Major:
law

@StudyHistory:
8

@OtherLanguage:
Chinese=1;none=

@Qualification:
STEP=2(2001);none=;none=

@Abroad:
none=;none=

@Reading:
3

@Writing:
2

@Listening:
1

@Speaking:
1

@JapaneseEssay:
2

@EnglishEssay:
2

@Difficulty:
5

@Topic:
death penalty

@Comments:


@Coder:
2005-12-21 DataInputBy SAKAUE Tatsuya;

@Version:
1.1

*JPN001:
Does death penalty really need?

%NTV:
Is the death penalty really necessary?

%COM:


%par:
*JPN001:
Does death penalty really need?

%NTV:
Is the death penalty really necessary?

%COM:


*JPN001:
I often hear that death penalty is reasonable for people whose family member or friend is killed by someone.

%NTV:
People often say that the death penalty is reasonable in the eyes of people whose family members or friends have been killed by someone.

%COM:



図１　NICEのデータの一部

図１の中で、学習者のデータは、行の最初の部分に「*JPNxxx:」と書かれている行に記録されています。ですから、この作文の書き手が書いた文の数を求めるには、「*JPNで始まる行がいくつあるのか」を数えればよいわけです。Excelを使う場合は、オートフィルタ機能を使い、*JPNが含まれるデータのみを表示すれば数を求めることができます。また、Mac OS XやLinuxユーザーであれば、grepコマンドとwcコマンドを組み合わせることで、瞬時に行数を求めることができます。このように、データ処理の効率を上げるため、NICEでは、1行に1文が並ぶ形式で、学習者の作文データが記録されています。

もし、このデータが、「1文に1行」という形に整形されていなかったとすると、文の句切れ（「.」「!」「?」などの記号類）を自分で探して1つの文に分解する作業から始めなくてはいけません。NICEでは、そうした手間を予め省き、効率よくデータ処理ができるような状態でデータが保存されているわけです。このように、NICEで採用したフォーマットは、コンピュータで処理する効率を考えつつ、人が読む時の可読性にも配慮したものになっています。

続いて、２つの「読みやすさ」のうち、「人から見た読みやすさ（可読性）」について説明します。

最近のコーパスには、人が発したことばのデータに様々な情報を加えています。特に、その単語の「品詞」（Part of Speech (POS)）が何であるかという情報が記録されることが多く、その際に「タグ」が用いらています。近年の傾向として、XML（eXtended Markup Language）形式が多く採用されています。

それでは、具体例として、タグを使って品詞情報を付与したデータの例を以下の図２に示します。

	<w c5="DT0" hw="this" pos="ADJ">This </w><w c5="VBZ" hw="be" pos="VERB">is </w><w c5="AT0" hw="an" pos="ART">an </w><w c5="NN1" hw="apple" pos="SUBST">apple </w><c c5="PUN">.


図2　タグ付けされたデータの一部

図２の例は、（BNC）でも採用されているフォーマット（XML 形式）で記録されたデータです（実際の BNC のデータではなく、仮のデータにタグを付けています）。元の文は、「This is an apple.」というごく簡単なものです。単語の両隣にある＜・＞という記号で囲まれた部分に、品詞情報が付与されているわけですが、簡単な文でも、タグが邪魔をして、元々何が書かれていたのを読み取ることは困難だと思います。さきほどの図１と見比べてみれば、その読みやすさの違いがはっきりとわかるはずです。

NICEには、行頭に「*JPNxxx」という目印があり、加えて、1行に1文というフォーマットが決まっているので、学習者が何を書いていたのかを、すぐに読み取ることができます。学習者コーパスの分析では、単語や文などがいくつあるかという頻度を求めるだけではなく、どのような内容の文を書いていたかという意味解釈を行い、質的分析を加えることも必要になります。もちろん、意味解釈・質的分析を行うのは、「人間」です。ですから、人が読みやすい状態で記録しておくことも必要になるわけです。

なお、コーパスの構築においては、NICEのように、タグなどによる情報の付与がなされていないコーパス（raw corpus）と、情報の付与をしたコーパス（annotated/tagged corpus）の２種類を用意しておき、研究調査の目的に応じて使い分けることが望ましいと思います。

2.3 添削文の付与

３つ挙げた「NICE」の特徴の中で、３つ目となる「母語話者による添削文の付与」について説明します。

学習者が、英語で書いたり話したりすると、何らかの「エラー（誤用）」が含まることがあります。簡単な例を挙げると、「He lives in Nagoya.」という文を書くべきところを、ある学習者が「He live in Nagoya.」と書いた場合、この文には、文法に関するエラーが含まれています。つまり、三人称単数形である主語のHeに対応して、動詞の現在形は、語尾にsを付けて「lives」と書くべきなのに、その動詞を変化させなかった、というエラーになります。こうしたエラーに関する情報と「正しくはどう書くべきだったのか」という修正内容については、これまでの学習者コーパスには十分に付与されていませんでした。

そこで、NICEでは、英語母語話者による添削文を付与することにしました。添削文を付与することにより、どのようなエラーが含まれていたか、実際はどう書くべきだったのかを分析できるようになります。NICEの実際のデータを見てみましょう。次の図３を見てください。
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@Participants:
JPN001

@Age:
20

@Sex:
F

@YearInSchool:
U2

@Major:
law

@StudyHistory:
8

@OtherLanguage:
Chinese=1;none=

@Qualification:
STEP=2(2001);none=;none=

@Abroad:
none=;none=

@Reading:
3

@Writing:
2

@Listening:
1

@Speaking:
1

@JapaneseEssay:
2

@EnglishEssay:
2

@Difficulty:
5

@Topic:
death penalty

@Comments:


@Coder:
2005-12-21 DataInputBy SAKAUE Tatsuya;

@Version:
1.1

*JPN001:
Does death penalty really need?

%NTV:
Is the death penalty really necessary?

%COM:


%par:
*JPN001:
Does death penalty really need?

%NTV:
Is the death penalty really necessary?

%COM:


*JPN001:
I often hear that death penalty is reasonable for people whose family member or friend is killed by someone.

%NTV:
People often say that the death penalty is reasonable in the eyes of people whose family members or friends have been killed by someone.

%COM:



図３　NICEのデータの一部（図１を再掲）
NICE では、母語話者による添削文が、%NTVで始まる行に書き込まれています。例えば、1つ目の文を見ると、「Does death penalty really need?」という学習者が書いた文を、母語話者は「Is the death penalty really necessary?」と書き換えています。この学習者の文は、他動詞の need を使用した結果、「死刑が、本当に（何かを）必要としているか」という文になってしまい、意味が通じません。学習者の意図は、「死刑という制度は本当に必要なものであるのか」と述べることにあると考えられるため、母語話者は、be 動詞と形容詞のnecessaryを使って書き換えているわけです。

ちなみに、添削にあたっては、「学習者が使っている単語や表現をできるだけ活かす形で書き換える」という方針を母語話者に伝えています。ですから、方針に「従っていない」添削文、つまり、学習者の書いた単語や表現をほとんど利用していない添削文になっていれば、学習者が書いた単語や表現に大きな問題（＝重大なエラー）があるのではないかと「推測」することができます。

最後に、添削文の利用について、気をつけるべき点が２つあります。１つは、母語話者による添削文が１つしかないという点です。添削文は、絶対的な正解ではなく、別の書き換え方の可能性があるということを心に留めておく必要があります。もう１つは、分析が必要であるという点です。%NTVの行には、添削文が記録されているだけですから、それがどのようなエラーで、どの部分が何に書き換えられているかについては、分析者がエラーの分類・判断をしなくてはいけません。

3. 実習

本章では、どのような操作によってデータを加工・検索するのか、その具体的な手順を見ていきます。

3.1 データのダウンロード

まず、NICEのデータをダウンロードする方法を説明します。手順は以下の通りです。
①　Webブラウザ（Firefox, Safari, Internet Explorerなど）を起動して、http://sugiura5.gsid.nagoya-u.ac.jp/~sakaue/nice/にアクセスする。

②　左のメニューから「NICEのダウンロード」という項目をクリックする。

③　注意事項などを読み、「NICE (ver.x.x.x)のダウンロードページへ」というボタンをクリックする。

④　「NICE (ver.x.x.x)のダウンロード (ZIP, y.yMB)」というボタンをクリックする。

⑤　保存先をデスクトップに指定し（参照：図４）、「保存」ボタンを押す。
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図４　NICEのデータをデスクトップに保存するように指定した画面

デスクトップに、「nice_ver_x_x_x.zip」という名前のファイルのアイコンが表示されていれば、ダウンロードは成功しています。

3.2 ファイルの展開

次に、ダウンロードしたファイルの展開を行います。ダウンロードしたファイルは、圧縮されたファイルなので、そのままでは読み取ることができません。圧縮されたファイルを読み取り可能な状態に戻すことを「解凍」といいます。圧縮ファイルの解凍の手順は次の通りです。

①　圧縮ファイルをダブルクリックする。

②　圧縮ファイルの中身が表示され、フォルダが現れるので、そのフォルダをデスクトップにドラッグ＆ドロップする（参照：図５）。
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図５　圧縮ファイルをダブルクリックした直後の画面

　なお、フォルダをドラッグ＆ドロップするという方法の他に、図５で確認できるように、左のメニューから「このフォルダをコピーする」という項目を選び、コピー先をデスクトップに指定することでも保存は可能です。

3.2 検索（基礎編）

3.2.1 I think を検索する

今回は、基本的な検索の方法について説明しますが、ソフトウェアェアとして、「サクラエディタ」（“ http://members.at.infoseek.co.jp/sakura_editor/snapshot.html ”）を使用します。このサクラエディタには、「Grep」という検索機能があり、検索した表現の一覧を表示することができます。

こうした言葉だけでの説明では分かりづらい部分が多いと思いますので、Web ならではということで、操作の模様を記録した動画（スクリーンキャスト）を用意しました。括弧内のURL（“ http://www.screencast.com/t/4grN1KXv ”）をクリックしてください。

簡潔に操作手順を述べると、

① メニューから「検索」を選び、その中の「Grep」をクリックする。

② 条件（＝検索したい表現）、検索するファイル、検索するフォルダを指定する。

③ 検索する表現を入力し、「検索」のボタン押す。<

という3段階の操作があります。

2番目の操作手順にある、検索するファイルの指定ですが、NICEのデータはすべて、XXX.txtの形式で保存されていますので、ファイルの欄には、「*.txt」と入力してください（「*」は、どんな文字でもよいことを示す、「正規表現」と呼ばれるものですが、正規表現については、後述します）。

また、検索するフォルダについては、NICEの入っているフォルダを選択してください。なお、動画では、NNS のデータが入っているフォルダのみを検索対象にしています（参照：図６）
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図６　フォルダの指定（nice_ver_1_1の中のnns内を対象とする場合）

動画では、「I think」という表現を検索しています（検索の条件指定は図５を参照）。「検索」ボタンを押して数秒も経たないうちに、「I think」を含んだデータが、検索結果として表示されているはずです。「検索したいものを入力して、検索ボタンを押す」、これが、サクラエディタの基本的な検索方法です。注意点は、どのフォルダ・ファイルを対象に検索をするのかの指定です。指定を誤ると、正しく検索できません（＝結果が表示されない）ので、検索を実行する前に、よく確認する必要があります。
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図７　検索条件の指定画面
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図８　検索結果の表示画面

検索結果の画面表示されたら、画面を一番下までスクロールし、559件がマッチしたことを確認してください。
3.2.2 computerとcomputersを同時に検索する

コーパスを検索する時に「正規表現」を知っていると、検索を効率よく行うことができるようになります。正規表現とは、「文字の並び（パターン）を、より少ない文字列で表す表記法」のことです。言い換えれば、「少ない労力で、できるだけ多くの検索をまとめてやってしまう」ための表記法です。例えば、コーパスから「computer」という単語を検索するとしましょう。しかし、「computer」には、複数形の「computers」もありますから、これも検索の対象に含めることにします。

２つの単語をサクラエディタで検索する場合、「computer」と「computers」の２つを個別にそのまま入力して、２回の検索を行ってもよいのですが、正規表現を使うと、この２つを記号混じりの「computer[s]?」という12文字で表すことができます。つまり、この12文字で「computer」と「computers」の合計17文字をそのまま入力しているのと同じ状態になり、単純計算ですが、5文字分の入力を減らし、かつ、１回の検索で両方をまとめて検索できることになります。操作の模様は、括弧内のURL（“ http://www.screencast.com/t/ONAvNvRuj ”）をクリックしてください。

まず、検索機能として「Grep」を選択し、検索対象とするファイルやフォルダの設定を行います（参照：3.1.1）。次に、検索する表現として、
computer[s]?

と入力し、正規表現が機能するように、チェックボックスにチェックがあるかどうかを確認した上で、「検索」のボタンを押します（参照：図９）。
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図９　computerとcomputersを同時に検索する条件を入力した画面

検索結果を見ると、１回の検索で、「computer」と「computers」の両方が検索されて、合計で16件マッチしているはずです。正規表現そのものの解説は省きますが、このように正規表現を使うことで、効率よく検索ができるという一例を示しました。

3.3 検索（中級編）

3.3.1 学習者の書いた作文だけを抜き出す

3.1.2では、NICEから「computer(s)」という単語を検索しましたが、検索結果には、学習者の書いた文も含まれていますし、学習者の書いた作文（「*JPN」で始まる行に記録）を母語話者が添削した文（「%NTV」で始まる行に記録。以下、「添削文」と呼びます）も含まれていることがわかります。

学習者コーパスの調査では、まず、「学習者が何を書いているのか」を調査することになるので、NICE のデータを検索する際は、母語話者による添削文は検索対象から外す必要があります。ですから、ある表現を検索する前に、「学習者の書いた文だけを抜き出すと添削文を「別々に分けておく」という処理が必要になります。処理の手順は、以下の2点です。

1) 学習者の書いた文だけを抜き出す

2) 不要な情報（話者記号などの学習者の文ではない文字列）を削除する

はじめに、学習者の書いた文だけを抜き出します。学習者の書いた文は、「*JPN」で始まりますから、それを手がかりにして「Grep」検索を行います。その操作の模様は、括弧内のURL（“ http://www.screencast.com/t/fSToWbSvcF ”）を参照してください。検索の結果、5461個の文が抜き出されるはずです（参照：図10）。
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図10　学習者の文だけを検索した結果

次に、不要な情報を削除します。検索結果には、フォルダの名前（「My Documents」など）や「*JPN」という学習者の文であることを識別するために入力した情報（図８において、黄色でハイライトされた部分）が含まれており、これらは学習者の書いた文ではありませんので削除しておく必要があります。そのため、サクラエディタの「置換」機能を利用し、「*JPN」を含む検索結果の左側に並んでいる情報を一括で削除します。その操作の模様は、括弧内のURL（“ http://www.screencast.com/t/QLZ02ET4V ”）を参照してください。

置換の条件を指定する画面では、「置換前」の文字列として、

^.*\*JPN.*\t

と入力し、正規表現を使って学習者の文ではない箇所（文字列）を指定しています。また、「置換後」の文字列には、何も入力しません（参照：図11）。「ある文字列を何もないものに置換する＝削除」ということになります。なお、置換を実行する前に、「該当行をマーク」というボタンを押せば、どの範囲が置換（今回の場合は、削除）されるのかを確認することもできます（黄色でハイライト表示されます）。
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図11　不要な情報を削除するために置換の条件指定をした画面

3.3.2 TOEICスコア取得者を見つけ出す

NICE、学習者の個人情報をもとにしてデータを選別することができます。例えば、英語の能力試験の結果が記録されていますから、TOEICのスコアを基準に、データを上級者と中級者に分けることが可能です。選別するためには、まず、TOEICスコアの情報を取得する必要があります。ここで、実際のデータ（図12）を見てみましょう。

	@Begin

@Participants:
JPN002

@Age:
20

@Sex:
M

@YearInSchool:
U1

@Major:
medicine

@StudyHistory:
8

@OtherLanguage:
Spanish=0.6;none=

@Qualification:
TOEIC=620(2005);none=;none=　　　#TOEICスコアの記録有り
@Abroad:
none=;none=

@Reading:
2

@Writing:
1

@Listening:
1

@Speaking:
1

@JapaneseEssay:
3

@EnglishEssay:
3

@Difficulty:
4

@Topic:
school education

@Comments:


@Coder:
2005-12-21 DataInputBy SAKAUE Tatsuya;

@Version:
1.1

*JPN002:
THE JAPANESE SCHOOL EDUCATION

%NTV:
The Japanese education system

%COM:
A more descriptive title would be better. How about something like "Problems will [worsen/continue] without a return to the old Japanese education system" or "Current Japanese education system doesn't measure up"?


図12　NICEのデータの一部

図12を見ると、NICEのファイルの冒頭に、行頭がアットマーク（＠）で始まっていることが分かると思います。このアットマークで始まる部分に、学習者の個人情報が含まれています。ここでは、TOEIC スコアを取得しますので、「＠Quaification」で始まる行を抽出すればよいということになります。

ここで、エディタの「Grep」機能を使って検索します。「＠Quaification」で始まる行は、「TOEIC=700」というように「テスト名＝スコア」という形式で記録されているので、検索条件には「TOEIC」という文字を入力し、検索を開始します。その操作の模様は、括弧内のURL “ http://www.screencast.com/t/O5ElGO0l ”を参照してください。検索の結果、121件がヒットするはずです。

「Grep」機能による検索を行うと、検索条件が含まれた１行すべてが結果として表示されてしまうため、この処理の後に、3.2.1で行った処理と同様に、不要な情報（行の始めにあるフォルダ名や他の能力テストの情報）を削除し、見やすくなるように整形します。データを整形したら、そのデータをExcelなどの表計算ソフトウェアに読み込ませることで、スコア取得者の一覧表を作成し、取得者の平均スコアを算出したり、高いスコアが記録されたデータはどれかを確認したりすることができるようになります。

ここまでの作業は、エディタの「Grep」機能を使い、「TOEIC」という文字を検索して、TOEICのスコアが含まれている行を抽出するというものでした（この作業の動画は括弧内のURL括弧内のURL “ http://www.screencast.com/t/O5ElGO0l ”を参照）。

検索結果を見ると、フォルダの名前や他のテストの結果など、不要な情報が含まれていることが分かります。そこで、今回は、エディタの「置換」機能を利用して、不要な情報を削除し、必要な情報を残すことにします。ここでは、必要な情報として、1) 学習者のID番号、2) TOEICというテスト名、そして、3) TOEICのスコアの３つを残します。

「Grep」機能でTOEICスコアを含む行を抽出した後で、「置換」機能を選択し、置換前の文字列として、
.*?(JPN...).*?(TOEIC)=(...).*
を入力し、置換語の文字列として
\1\t\2\t\3
を入力します。この置換処理により、不要な情報が削除され、
JPN002[TAB]TOEIC[TAB]620

JPN005[TAB]TOEIC[TAB]595

JPN006[TAB]TOEIC[TAB]905

JPN011[TAB]TOEIC[TAB]860

     ………………………
という具合に、学習者のID、TOEICという文字、TOEICのスコアという３つの情報が残されて表示されているはずです。その操作の模様は、括弧内のURL “ http://www.screencast.com/t/ntAIuJHc ”を参照してください。

あとは、この結果のデータをコピーし、Excelのワークシートへ貼りつければ、各情報が３列になって表示されるはずです。（もし、１つのセルに３つの情報がまとめてコピーされてしまうなど、コピーが上手くいかない場合は、「テキストファイルウィザード」を利用し、タブを区切り文字とすることで、１つのセルに１つの情報を入れることができます（参照：図13）。）
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図13　テキスト ファイルウィザードの画面

3.2.1での処理と、本節での処理を行えば、スコア取得者の一覧表が出来上がることになります。この一覧表は、学習者を習熟度別に分類する際に利用することができます。一覧表ができたら、Excel上で、スコア取得者の平均値や標準偏差なども算出してみてください。平均値や標準偏差を算出することで、「データのばらつき」を観察することができます。特に、習熟度別に学習者を分類した場合には、バランスのとれたグループになっていると言えるかどうかを確かめるため、平均値や標準偏差を求めることが必要になります。
3.4 検索（上級編）

基本的な正規表現を覚えたら、以下に紹介する書籍を読み、自分の関心のある構文等を指定できるか試してみるとよいでしょう。

· 宮前 竜也 (2006) 『正規表現ポケットリファレンス』技術評論社.

· 岩谷 宏 (2008) 『入門 正規表現 ~検索・置換・テキスト処理に強くなる!』技術評論社.

· Jeffrey E.F. Friedl (著), 株式会社ロングテール (翻訳), 長尾高弘 (翻訳) (2008) 『詳説 正規表現 第3版』オライリージャパン

3.5 総語数を求める

NICEに含まれる単語がいくつあるかを数え、どのような単語があるのかを一覧にする方法を説明します。

データの処理にあたっては、「サクラエディタ」（無償）と「Microsoft Excel」（以下、Excel）を使用します。Excel を使ってのデータ処理は、単語の一覧を作成する際に必要ですが、この内容は次節で詳しく説明します。

単語を数えるためには、まず、学習者の書いた文だけを抜き出す作業が必要です。この作業については、3.2.1を参照してください（その操作の模様を記録した動画は、引用符内のURL “ http://www.screencast.com/t/QLZ02ET4V ” を参照してください）。

学習者の文だけを抜き出すことができたら、今度は、１行に１単語だけが並ぶ形に整形する処理を行います。この整形処理ができれば、その処理結果の行数を数えることで、NICE の総単語数（延べ語数）が分かるというわけです。

１行に１単語が並ぶようにするために、空白を目印にして、「その空白を改行に置換する」という作業を行います。なお、今回の処理では、説明を簡潔にするため、縮約形（例：don't や isn't など）を１語として扱うことにします。また、ここでは、ピリオドなどの記号類の処理は行わないものとします。

学習者の文だけが残っている状態（参照：3.2.1）で、さらに置換作業を行います。置換作業の前に、データの冒頭と末端にある日本語文は削除しておきます。その後、「検索」メニューから「置換」を選択します。「置換前」の欄には半角のスペースを1つ入力し、「置換後」の欄には「\n」と入力します。半角のスペースは、表示されませんが、全角のスペースを間違って入力しないように注意してください。また、「\n」は、改行を表す正規表現になります。この操作の模様は、引用符内のURL “ http://www.screencast.com/t/LVPO2OEhu ”を参照してください。

一連の処理を行い、画面左端に行番号が表示されていますが、その最後の行番号を見ると、「70783」となっているはずです。つまり、70783語が、学習者のデータに含まれている単語の総語数ということになります（参照：図13）。
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図13　1行に１単語に整形した結果の画面（最後の行）

3.6 単語頻度一覧表

NICEに含まれる単語の一覧表を作成する方法を説明します。

データの処理にあたっては、引き続き「サクラエディタ」（無償）とExcelを使用します。今回の動画では、Excel 2007という最新版のものを使用しています。古いバージョンでは、機能的な制限があるため、作業の手間が増えますが、ほぼ同じ手順で、一覧表を作成することができます（3.6.2参照）。
3.6.1 Excel 2007を使用した場合

まずは、3.4で行った作業に加えて、記号類の削除をする処理を行います。今回は、ピリオド、コンマ、クエスチョン・マーク、エクスクラメーション・マーク、ダブルクオ—テンション・マーク、そして括弧の６種類を削除します。サクラエディタで、検索メニューから置換機能を選択し、置換前の欄には、
[\.\,\?\!"\(\)]
を入力します。今は、削除の処理を行うので、置換後の欄には何も入力しません。正規表現の使用に関するオプションにチェックが入っているかどうかを確認し、「すべて置換」のボタンを押すと、5種類の記号が削除されます。

記号類の削除を行った後で、「nice_all.txt」と名前をつけてデータを保存します。次に、このファイルを、Excel を使って開きます。無事に開くことができれば、１つのセルに、１つの単語が入った形で表示されているはずです（図10）。
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図10　サクラエディタからExcelに貼り付けた単語一覧の一部

まずは、単語をアルファベット順に並べ替えます。Excel のメニューから、「データ」→「並び替え」を選択し、昇順で並び替えます。処理が終わると、数字が一番上に並んでいて、その後を見ると「a」などが見つかるはずです。その後、単語の右隣のセルを選択し、COUNTIF という関数を使って、単語の頻度を求めます。例えば、A2 のセルにある単語の頻度を数えるには、B2 のセルに、
=COUNTIF(A:A,A2)
と入力します（参照：図11）。この場合、「A の列に A2 に含まれる文字列があったらすべて数えなさい」という命令になっています。残りのセルに、この関数をコピーすれば、各単語の頻度をまとめて求めることができます。
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図11　countif関数による単語頻度のカウント

最後に、単語と頻度が重複している行を隠して見えないようにします。「データ」→「フィルタ」→「詳細設定」を選択します。ウィンドウの下に、「重複するレコードを無視する」というオプションがありますので、ボックス内にチェックを入れてから、「OK」ボタンを押します。すると、重複している行が消えて（正確には、非表示の状態になっています）、各単語とその頻度の一覧が表示されます。最後に、この一覧をコピーして、別のワークシートにコピーして貼りつければ、単語の一覧表が完成します。この操作の模様は、引用符内のURL “ http://www.screencast.com/t/DcGHsRcw2g ”を参照してください。

Excel の操作が少し難しいかもしれませんが、並び替え、関数、フィルタリングという３つの機能を順番に使うだけですので、動画を見ながらゆっくりと操作すれば、単語の一覧表を作成することができますので、ぜひ試してみてください。

3.6.2 Excel 2003を使用する場合
最新版のExcelは、約105万行の入力が可能ですが、その前のバージョンであるExcel 2003では、6万行余りしか入力することができません。そのため、Excel 2003を使っている場合は、3.5で示した総語数70783を１つのワークシートで処理することができません。その場合は、すべての単語を２つのワークシートに分けてコピーし、さらに別のワークシート（つまり3枚目のワークシート）で統合させて頻度表を作成することになります。具体的な手順は、以下の通りです。
1) テキストエディタから、Sheet1に4万語の単語を貼り付ける
2) テキストエディタから、Sheet2に残りの単語を貼り付ける

3) Sheet1とSheet2で、3.6.1で示したように、単語の並び替えと頻度を求める

4) Sheet1とSheet2で、求めた値を数値として貼り付け直す

5) Sheet1とSheet2における重複行の非表示を行う

6) Sheet1とSheet2で残った行を、Sheet3に貼り付ける

7) Sheet3に貼り付けられた単語を並び替え、関数を用いて頻度を求める
8) Sheet4において、再び重複行の非表示を行う

9) 最終的に残った行をSheet5に貼り付ける

1)と2)は単純作業であり、3.5で処理した結果を２つのワークシートに分けて貼り付けることになります。そして、3) それぞれのワークシートにおいて、単語の並び替えをはじめに行い、COUNTIF関数を用いて、各単語の頻度を求めます。頻度を求める関数を以下に再掲します。なお、この関数は、B2のセルに入力してください。
=COUNTIF(A:A,A2)
上記の場合、「一行一単語の状態で単語が並んでいるAの列に、A2のセルに該当する単語があった場合、その頻度をカウントしなさい」という関数になります。続いて、4)求めた頻度データを「数値と貼り付け直す」という作業を行います。この作業を行わないと、この後に行う重複行を非表示にする作業ができなくなります。どういうことかというと、B2以降のセルには、頻度が表示されていますが、厳密に言えば、セルには関数の式が入っていて、その結果を表示しているという状態に過ぎません。例えば、aboutという単語が、30個あり、頻度として30という数字が30行並んでいても、それぞれの30という数値の元になっている関数の式の中身は異なっているということです。セルの中身を確認するには、確認したいセルをダブルクリックしてください。

したがって、カウントした直後の状態で、重複行の非表示という作業を行っても、式の中身がそれぞれ違っているわけなので、互いのセルは別物と扱われてしまい、見かけ上は同じように見えても、重複行が非表示になることはありません。具体的な操作としては、Bの列をすべて選択してコピーをします。貼り付ける際には、右クリックをして「形式を選択してペースト」という項目を選択します。すると、どの形式で貼り付けるかの選択肢が表示されますので、「値」を選んで「OK」ボタンを押します。貼り付けが終わると、見た目は何も変化がないように思えますが、それぞれのセルをダブルクリックすると、関数は表示されず、値のみが表示されているはずです。

値の貼り付けが済んだら、5)「重複行の非表示」という作業を行います。この作業は、3.6.1の終盤で説明していますので、そちらを参照してください。重複行の非表示を行ったら、6)Sheet1とSheet2それぞれの単語リストを、Sheet3という新しいワークシートに貼り付けます。その後に、7)頻度の再計算を行います。同じ単語がSheet1とSheet2の両方で出現している場合がありますので、それらを足し合わせる必要があります。そこで、C2の列に、以下の関数を入力します（A1とB1のセルには、列の名前として“WORDS”のような項目名が入力されており、A2から単語のリストが始まっているという状態を想定）。
=IF(EXACT(A2,A3),+B2+B3,B2)
上記の関数の意味は、「A2とA3のセルが同じ文字列かを確認せよ。もし、同じ文字列であったならば、両者の頻度を足し合わせなさい。両者が異なる文字列であった場合は、そのままの数値を出力しなさい。」という意味です。この関数により、Sheet1とSheet2の両方で出現した単語の頻度を合算することができるようになります。

次に、8)もう一度重複行の非表示を行います。Aの列全体を範囲指定しておき、「重複するレコードは無視する」というオプションにチェックが入っていることを確認してから、「OK」ボタンを押します。
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図12　重複行を非表示にするためのフィルタオプションの設定

最後に、9)非表示の結果残った行をコピーしてSheet5に貼り付けます。8)の段階では、あくまで非表示にしているだけですので、不必要なデータも残っているとということになります。そのため、必要なデータのみを別の新しいシートにコピーして貼り付ける作業が必要になります。Sheet5に貼り付けたところで、単語頻度一覧表の完成ということになります。
3.7　各文に含まれる単語数を数える

まずは、学習者の英文を抜き出す作業を行います。この作業手順については、3.2.1で既に紹介しています。簡単におさらいをしておきますと、1) Grep 検索により学習者だけの英文を抜き出した後（参照：" http://www.screencast.com/t/fSToWbSvcF "）、2) 不要な情報（フォルダ名など）を削除します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参照： " http://www.screencast.com/t/QLZ02ET4V "）。学習者の英文を抜き出すことができたら、「nice_jpn_all.txt」といった名前をつけてデータを保存します。

続いて、Excel を使って保存したテキストファイルを開きます。無事に開くことができれば、１つのセルに、１つの英文が入った形で表示されているはずです。

ここで、Excel の関数を使って、各文に含まれる単語数をカウントします。使う関数は、LEN・TRIM・SUBSTITUTE という3種類です。A1 のセルに入っている英文の単語数をカウントする場合は、隣のセル（＝B1）に
=IF(LEN(TRIM(A1))=0,0,LEN(TRIM(A1))-LEN(SUBSTITUTE(A1," ",""))+1)
という式を入力します。残りのセルに、この関数をコピーすれば、各英文の単語数を一気に出すことができます。操作の模様は、引用符内のURL 　　　　　　　　　　　" http://www.screencast.com/t/PKWGpjOhosm "を参照してください。

Excel の関数の入力でミスをしなければ、特に操作が困難ということはありません。もし余力があれば、最長の英文にはいくつの単語が含まれているか、また、ひとつの英文に含まれる平均単語数を調べてみましょう。

3.8 ある条件によるデータの絞り込み（練習問題）

3.8.1 テーマ毎の作文を抽出する

どの学習者が、どのテーマで作文を書いたのか、その一覧表を作成します。手順は、3.2.2で示したものと同様に、Grepで必要な情報を取り出します。Excelにデータを流し込むために、「ファイル名（タブ）テーマ」の形に整形しておきます。

Excelのオートフィルタ機能を使い、Sportsというテーマで書かれたファイルのみを表示させます。その結果、Sportsというテーマで書かれたデータは、全部で「」ファイルあることがわります。

どのファイルが、どのテーマで書かれているがわかったら、次に、データを各テーマごとにまとめる作業を行います。作業には、Windowsに入っているアプリケーションの１つである「コマンドプロンプト」を利用します。その前に、下準備が必要になります。

ファイル名の列のみをすべてコピーし、テキストエディタにペーストします。１行につき１つのファイル名が表示されている状態になっていることを確認します。

置換前：txt\n

置換後：txt\+

置換が成功すると、各ファイルが＋の記号で連なり、長い１行になっているはずです。一番末尾にある「＋」が付いている場合は（付いていない場合もあります）、その末尾の「＋」が余計ですので、削除しておきます。

Windowsの「スタート」ボタンから、「すべてのプログラム」をクリックし、その中から「アクセサリ」を探します。アクセサリの中にある「コマンドプロンプト」という項目をクリックし、アプリケーションを起動します。すると、図12のような画面が表示されます。
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図12　コマンドプロンプトを起動した直後の画面
図12の画面が表示されたら、まず、NICEのデータがある場所に移動しなければなりません。仮に、「デスクトップ」にNICEのデータがあるとしましょう。その場合は、まず、画面上に、移動するコマンドの「cdコマンド」を実行するために、「cd」と入力し、その後で、タブキーを何回か押します。すると、「デスクトッメニュー」という文字が表示されますので、それを表示させたまま、Enterキーを押します。これで、デスクトップに移動したことになります。その証拠に、画面上には、

C:\Documents and Settings\sakaue\デスクトップ\

という現在位置の表示がなされているはずです。ここから、NICE-NNSのデータがあるフォルダまで移動しなければなりませんので、さらに、以下のように、cdコマンドを実行します。

C:\Documents and Settings\sakaue\デスクトップ> cd nice_ver1_1\nns

Enterキーを押して、

C:\Documents and Settings\sakaue\デスクトップ\nice_ver1_1\nns>

と表示されていれば、移動が成功しています（参照：図13）。
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図13　NICE-NNSのデータがある場所まで移動した状態の画面

ここまでの移動ができたら、次に「copyコマンド」を実行します。このcopyコマンドを実行すると、「複数のファイルをつなぎ合わせる」ことができます。以下のように、まずcopyと入力し、その後に、さきほど整形して「＋」でつながれたファイル名をコピーしてペーストします。

	C:\Documents and Settings\sakaue\デスクトップ\nice_ver1_1\nns> copy JPN009.txt+JPN014.txt+JPN016.txt+JPN020.txt+JPN021.txt+JPN023.txt+JPN024.txt+JPN028.txt+JPN032.txt+JPN034.txt+JPN043.txt+JPN045.txt+JPN047.txt+JPN050.txt+JPN051.txt+JPN054.txt+JPN055.txt+JPN056.txt+JPN057.txt+JPN058.txt+JPN065.txt+JPN073.txt+JPN075.txt+JPN080.txt+JPN081.txt+JPN084.txt+JPN087.txt+JPN088.txt+JPN094.txt+JPN099.txt+JPN101.txt+JPN103.txt+JPN105.txt+JPN106.txt+JPN115.txt+JPN116.txt+JPN118.txt+JPN119.txt+JPN124.txt+JPN128.txt+JPN131.txt+JPN134.txt+JPN136.txt+JPN144.txt+JPN150.txt+JPN153.txt+JPN160.txt+JPN162.txt+JPN167.txt+JPN172.txt+JPN174.txt+JPN175.txt+JPN180.txt+JPN184.txt+JPN199.txt+JPN200.txt+JPN202.txt+JPN203.txt+JPN204.txt+JPN206.txt+JPN208.txt+JPN209.txt nns_sports.txt


図14　Sportsというテーマで書かれた作文を連結するコマンド

長い一行の最後に、保存するファイル名を書き込みます。今は、Sportsというテーマで書かれた作文だけを集めていますので、「nns_sports.txt」という名前をつけて保存することにしましょう。上記コマンドを実行して成功していれば（図15参照）、nnsフォルダの中に、nns_sports.txtというファイルができているはずです。エディタでそのファイルを開き、必要なファイルが連結されているか確認してください。
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図15　ファイル連結完了後の画面

中身を見るとわかりますが、そのままファイルを連結していますから、＠の行や、%NTVの行など、分析時に不要となる情報が入ったままです。そのため、必要に応じて、テキストの整形を行う必要があります。詳しくは、3.2を参照してください。

3.8.2 学習者の属性によるデータの絞り込み（TOEICスコアの場合）

では、TOEICスコアで、500点未満の学習者と、500点以上の学習者を分類し、両グループのデータを作成してみましょう（参照：3.2.2、3.7.1）。

3.8.3 学習者の属性によるデータの絞り込み（英検の場合）

前節に続き、今度は、英検の取得級を基準に、1級・準1級を取得した学習者と、2級以下を取得している学習者を分類し、両グループのデータを作成してみましょう（参照：3.2.2、3.7.1）。

4. プロジェクト実践

4.1 [易] NICE-NNSとNICE-NSの単語頻度比較

学習者がよく使っている単語、母語話者がよく使っている単語とその頻度を比較してみましょう。

3.5では、学習者の語彙頻度一覧表を作成していますから、その手順と同じように、母語話者の書いた作文データから、語彙頻度一覧表を作成することになります。

頻度の上位10語のリストを以下の表のように作成し、学習者と母語話者で、どのような単語が共通して出現しているのか、また、出現いないのかを確かめてみましょう。共通しない単語が見つかった場合には、他方のリストにおいて何番目に多い単語だったかを確認し、その要因を考えてみましょう。

	RANK
	NICE-NS
	NICE-NNS

	1
	
	


	2
	
	

	3
	
	

	4
	
	

	5
	
	

	6
	
	

	7
	
	

	8
	
	

	9
	
	

	10
	
	


4.2 [易] N-gram表現の抽出と比較

N-gramとは、ある一定の長さ（文字・単語）で機械的に切り出された文字列のことをいいます。Nには、任意の数値が入り、Nに2が入れば2-gram(bi-gram)、Nに3が入れば3-gram(tri-gram)ということになります。コーパス分析では、単語を単位として連鎖させることが多いです。「This is the house that John built.」という文を例に、2-gramと3-gramを出してみます。

まず、2-gramです。「This is」、「is the」、「the house」というように単語の２連鎖のリストが作られていきます。
	This
	is
	
	
	
	
	
	

	
	is
	the
	
	
	
	
	

	
	
	the
	house
	
	
	
	

	
	
	
	house
	that
	
	
	

	
	
	
	
	that
	John
	
	

	
	
	
	
	
	John
	built
	

	
	
	
	
	
	
	built
	.


続いて、3-gramです。「This is the」、「is the house」のような単語の3連鎖のリストができあがっていきます。
	This
	is
	the
	
	
	
	
	

	
	is
	the
	house
	
	
	
	

	
	
	the
	house
	that
	
	
	

	
	
	
	house
	that
	John
	
	

	
	
	
	
	that
	John
	buit
	

	
	
	
	
	
	John
	built
	.


N-gramのリストをExcel上で作成する手順は、以下の通りです。

① １行１単語のリストを作る

② Excelに、１行ずつ右上にずらしてリストを貼り付ける

以上の手順で、学習者のすべてのデータを対象にして、2-gramと3-gramのリストを作成してみましょう。学習者のリストができたら、続いて、母語話者の2-gramと3-gramのリストも作成し、その頻度も求めてみましょう。そして、両者の2-gramと3-gramを比較し、量的および質的な違いを考察してみましょう。
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図16　2-gram（Bの列）と3-gram（Cの列）の作成結果

4.3 [難] エラー分析（書き換え文との比較）

NICEの特徴のひとつとして、学習者の書いた作文に対し、母語話者の添削文が付与されていることを紹介しました。両者の文を比較することで、学習者の不自然な表現を、正しくはどう書くべきであったかを知ることができるようになります。
4.3.1 何が何に書き換えられたかを分析する
NICE-NNSのデータには、学習者の書いた作文のすぐ下に、「%NTV」で始まる行が挿入されています（参照：2.3）。2つの行を見比べて、どのようなエラーがあるのかを記述し、どのようなエラーが、どれほどの頻度で出現しているかをまとめ、考察してみましょう。
具体例として、2.3でも取り上げたJPN001.txtの誤用例を見てみましょう。冒頭に、作文のタイトルを書いていますが、その作文を母語話者は、%NTVの行のあるような形で書き直しをしています。
*JPN001:
Does death penalty really need?

%NTV:
Is the death penalty really necessary?

この学習者の文は、他動詞の need を使用した結果、「死刑が、本当に（何かを）必要としているか」という文になってしまい、母語話者によって誤用と判定されています。学習者の意図は、「死刑という制度は本当に必要な“ものである”のか」と述べることにあると考えられるため、母語話者は、be 動詞と形容詞のnecessaryを使って書き換えています。こうした誤用の生じた原因は、推測の域を出ませんが、「死刑“が”必要か」という日本語の語順から、それぞれの英単語を当てはめ、疑問文への変形を行ったのではないかと考えられます。
4.3.2 比較のためのツール

データそのものを見比べて、エラー分析を行うこともできますが、比較に利用できる「WinMerge」というソフトウェアを紹介します。

ただし、WinMergeを使って比較をする前に、比較するデータを２種類用意する必要があります。ひとつは学習者の英文であり、もうひとつは母語話者による添削文です。学習者の英文を抜き出す作業手順については、3.2.1で紹介しています。また、添削文だけを抜き出す作業手順は、学習者のデータを抜き出す手順と基本的に同じです。作業時の唯一の違いは、添削文が「%NTV」で始まる行であるという点で、この点にのみ気をつければ、Grep 検索で簡単に添削文のみを抽出することができます。

２種類のデータが用意できたところで、今度は「WinMerge」をインストールの上、起動します。ここでは、学習者の英文を集めた「nice_jp_all.txt」というファイルと、添削文を集めた「nice_ns_all.txt」という２種類のファイルを開くように指定し（図17参照）、OK ボタンを押せば、瞬時にデータの比較結果が色分けで表示されます。この操作の模様は、引用符内のURL “ http://www.screencast.com/t/laUs4RnJtWt ”を参照してください。なお、動画では、画面の左側に学習者の英文、右側に添削文が表示されており、色の濃淡によって両者の違いが示されています（図18参照）。
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図17　ファイル指定の画面
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図18　NNSとNSのデータ比較画面

表示された結果から、学習者の英文が母語話者によってどのように書き換えられているのかを観察してみましょう。必要に応じてエラータグなどの情報を埋め込み、新しい名前をつけてファイルを保存すれば、エラータグを含んだ新しいコーパスを構築することができます。エラーに関するデータが蓄積されれば、学習者の表現は、単語レベルでの不自然さが多いのか、構文レベルでの不自然さが多いのかといった調査も可能になります。

4.3.3 記述のルールと記録方法

誤用分析を行う場合、どのようなルールで誤用を記述するか、また、どのような形で記録するかを決めておく必要があります。

参考になる文献として、古泉(2008)があります。論文の最後に、付録がついており、どのようなルールで誤用を記述するか、また、その記録方法についての指針と具体例が紹介されています。記録は、ファイルに直接書き込む形になっていますので、集計時のテキスト処理になれていないと、そのまま手順をまねることは難しいと思われます。そこで、Excelを利用し、フォーマットを決めて、誤用の記述をするようにしましょう。

	ファイル名
	問題点
	修正方法
	何を
	品詞（何を）
	何に
	品詞（何に）

	JPN001
	時制
	変更
	was
	動詞
	is
	動詞

	JPN001
	冠詞
	削除
	a
	冠詞
	***
	***

	…
	…
	…
	…
	…
	…
	…


古泉(2008)を読むと分かりますが、誤用は、単語レベルに限った話ではありません。句レベルでの誤用もありますし、文全体が全く別の文に書き換えられるような誤用もあります。

また、ひとつの文に複数の誤用が生じていた場合に、どのような記述を行うのか、それから、誤用の原因が、品詞を知らなかったからか、構文を知らなかったからかなど、様々な要因が影響して生じている誤用がありますので、どこに問題点があって誤用が生じたのかを判断することが難しい事例もあります。

誤用分析を行う場合は、できるだけ、複数の人で確認しあう体制を整えておくことが重要です。分析者によって、問題点と判断する箇所が異なっていれば議論する必要がありますし、記述に関する間違いを確認し合うこともできます。

判断の揺れや記述ミスがないように、しっかりとした誤用分析を行おうとすると、かなり多くの時間を費やすことになります。NICEのデータ1名分の誤用分析でも、場合によっては数時間を要することもありまので、この誤用分析という課題は、チームを組んで取り組むべきものと言えるでしょう。

5. 注意点

NICEだけでなく、コーパス分析に関わる注意点を４点述べます。

5.1 単語の抽出方法

3.5において、単語の頻度一覧表を作成する方法を説明しました。3.5では、最も単純な方法で、文を単語に分けていますが、厳密な語彙頻度を出すには、以下の2点を考慮する必要があります。

1) 大文字の小文字への統一

2) 単語のレマ（lemma）化

まず、大文字を小文字に統一することが必要です。同じ単語でも、コンピュータでは別の単語として扱われてしまいます。例えば、文頭にある「The」と、文中にある「the」は別のものとして扱われます。そのため、文頭にある「The」をすべて小文字の「the」に置換する必要があります。サクラエディタでは、置換の機能を使い、置換前の条件として「[A-Z]」、置換後の条件として「[a-z]」と指定して置換をすると、大文字が小文字に変換されます。

次に、単語のlemma化をする必要もあります。Lemmaというのは、「見出し語」という意味です。例えば、「do」は、「did」で出現することもあれば、「done」で出現することもあります。これらを別の単語として扱うのか、元は「do」なのだから1つの単語として扱うのかを考える必要があります。しかし、実際のところ、lemma化の作業は、特殊なプログラムを実行させる必要があり、研究上不可欠な作業でない限りは、lemma化をしないということもあります。

5.2 意味の区別

英単語の中には、同じスペルでも、異なる意味を持ったものがあります。単純な例として、「can」が挙げられます。助動詞としての「can」を思い浮かべる人もいれば、缶詰という意味で名詞としての「can」を思い浮かべる人もいるでしょう。このように、同じスペルでも異なった意味を持つ単語がコーパス中に含まれる可能性があります。研究の目的により、こうした単語の意味を区別する必要があるわけですが、その方法は、「品詞付与を行い、自分の目で確かめる」ことです。

上記の例の場合、品詞付与を行うことで、助動詞と名詞という品詞レベルでの区別ができるようになります。しかし、プログラムを使って品詞付与を行っても、本当に正しい品詞が付与されているかどうかの確認は、最終的に、人の目で行う必要があります。

5.3 処理過程を明らかに

コーパス分析では、テキスト処理という過程を避けることは難しく、自らの研究目に応じた整形や置換の作業が必要になります。しかし、世の中には、コーパス検索用ツールがインターネット上で入手・利用することができますから、こうした作業に不慣れな場合、その過程を飛ばしてしまうことがあります。その結果、不要な情報を削除しなかったり、行またぎの表現の検索漏れが生じたりするなど、処理に関する問題を残したまま分析結果が示され、最終的に、誤った結果を導くことになりかねません。

大事なことは、「処理過程を明らかにすること」です。処理過程が明らかになってさえいえば、仮に間違った処理をしていても、気づいた人がその問題点を指摘し、解決に至ることができます。しかし、その過程を明らかにしない、あるいは、検索用ツールによって、処理過程を「ブラックボックス化」させてしまった場合、その処理に問題があるかどうかも判断できず、研究結果そのものの信頼性が揺らぐことにもなります。また、過程が見えなければ、調査結果の再現性も失われてしまうため、その点でも結果の信頼性が揺らいでしまうことになります。こうしたことから、どのような処理過程を経て、どのような結果が導かれたのか、その道筋を明らかにすべきです。
5.4 身につけるべき知識と技量
コーパスデータの分析に必要な知識として、a) 書かれた内容を理解するための言語知識と、b)データ処理に関する知識の２つが必要です。
まずは、そのコーパスデータの分析は、テキスト処理と頻度などの数値データの取り出しに苦労して、データそのものをよく読まず、数値のみで結果を論じてしまうことがあります。どのような文脈で、どのような意味を表そうとして学習者が産出をしているのかについては、実際の英文をよく読むことが必要です。

また、本稿で終始説明していることになりますが、コーパスデータを扱う以上、データ処理に関する一定の知識・技量は必要不可欠です。前節でも述べたように、検索ソフトウェアに過度に依存し、自分が何をどのように処理しているかを全く説明できないようなデータは、分析に使用すべきではありません。一定の知識・技量として、具体的には、「正規表現による整形および置換」は、必須のものと言えるでしょう。言い方を変えれば、その技量を身につけることで、NICEだけでなく限らず、どのようなコーパスデータでも、自分の研究に適した形に処理ができるようになります。

なお、コーパスデータの分析において、「統計処理」に関する知識も必須のものとなりつつありますが、その前に、上記２つの知識を身につけることが先決だと言えます。また、統計処理を行うと、何もかもが客観的に示され、信頼のできる結果を出せたとか、有意な差が認められなければ調査として失敗であるとか、誤った認識がなされていることもあるようです。安易に統計処理をするのではなく、まずは、どのような過程を経て分析を行い、言語事実としてどうなっているのかを示すことに注力すべきでしょう。

6. おわりに

時折、コーパスを扱うことができれば、客観的なデータに基づいた研究が効率よくできると思われることがあります。しかし、コーパスを扱うことで、むしろ、分析に関わる作業量は増えており、慎重を期して処理を進めなければ、誤った結果を導くことさえあります。誤った結果を導いてしまった場合でも、自分の処理手順を振り返り、問題点に気づくことができればよいのですが、その問題点に気づけず、先へと進んでしまうことはとても危険です。特に、現在は、便利なコーパス検索用のソフトウェアェアも配布されていますから、ソフトウェアェアに過度に依存することが原因で、データ処理上の問題点に全く気づかないことさえあります。

本稿では、基本的なデータの処理方法を説明してきましたが、基本的な処理技術が身につけば、NICEだけでなく、他のコーパス処理にも応用できるようになり、データそのものの問題点や処理に関する注意点に気づくことができるようになるはずです。本稿が、研究活動のその一助となれば幸いです。
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